
熱中症を
防ごう！
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茶

数
を
確
認
で
き
ま
す
。（
９
月
28
日（
金
）ま
で
）

《
中
切
り
更
新
園
の
処
理
》

　

一
番
茶
後
に
中
切
り
更
新
を
し
た
茶
園
は
、
中
切

り
後
60
～
70
日
に
な
る
と
か
な
り
の
再
生
芽
が
伸
び

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
再
生
芽
を
そ
の
ま
ま
放
置
す

る
と
芽
数
が
減
少
し
ま
す
。
中
切
り
面
よ
り
５
㎝
程

（
２
葉
く
ら
い
）
残
し
た
位
置
で
整
枝
す
る
と
芽
数

が
増
え
、
来
年
の
一
番
茶
の
減
収
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

《
病
害
虫
防
除
》

二
番
茶
摘
採
後
～
三
番
茶
萌
芽
期
の
防
除

7
月
上
中
旬
は
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
・
チ
ャ
ハ
マ

キ
の
第
二
世
代
幼
虫
の
発
生
時
期
で
す
。
各
地
の
誘

蛾
灯
や
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
で
発
生
時
期
を
把
握

し
、
適
期
防
除
を
し
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
散
布
時
期
は

一
般
的
に
発
生
ピ
ー
ク(

産
卵
期)

か
ら
７
日
～
10
日

後
の
若
齢
幼
虫
期
で
す
が
、
脱
皮
阻
害
剤
（
Ｉ
Ｇ
Ｒ

剤
）を
使
用
す
る
場
合
は
遅
効
性
の
た
め
、発
生
ピ
ー

ク
の
産
卵
期
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

二
番
茶
摘
採
後
に
降
雨
が
多
い
場
合
、
山
間
部
を

中
心
に
輪
斑
病
が
多
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

輪
斑
病
菌
は
摘
採
時
に
で
き
た
傷
口
よ
り
入
り
込

み
、
５
日
前
後
で
発
病
す
る
の
で
摘
採
後
早
め
の
防

除
が
必
要
で
す
。

三
番
茶
萌
芽
期
～
開
葉
期
の
防
除

チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
、
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
高
温
で
乾
燥
し
た
気
候
が
続
く
と
多

発
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
10
日
～
20
日
で
卵
か
ら
成

虫
に
な
り
、
成
虫
で
も
20
日
以
上
生
存
し
ま
す
。
多

発
園
は
２
回
防
除
が
必
要
で
す
。

　

降
雨
が
多
い
場
合
は
炭
そ
病
も
多
発
し
ま
す
。
開

葉
期
と
２
～
３
葉
期
の
２
回
散
布
が
効
果
的
で
す
。

《
熱
中
症
対
策
》

　

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
る
全
国
の
死
亡
者
数

は
、
毎
年
20
人
前
後
で
推
移
し
、
７
月
と
８
月
に
70

～
80
代
の
方
が
屋
外
作
業
を
行
う
と
き
に
集
中
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
作
業
し

ま
し
ょ
う
。

①
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
避
け
る

②
作
業
前
・
作
業
中
の
水
分
補
給
と
休
憩
（
喉
の

渇
き
に
関
係
な
く
20
分
お
き
に
コ
ッ
プ
１
～
２

杯
の
水
分
補
給
）

③
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
の
活
用

④
単
独
作
業
を
避
け
る

手
足
の
し
び
れ
や
め
ま
い
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
意

識
障
害
な
ど
の
症
状
が
出
た

ら
、
す
ぐ
に
作
業
を
中
断
し
ま

し
ょ
う
。
環
境
省
の
「
熱
中
症

予
防
情
報
サ
イ
ト
」
で
暑
さ
指

熱中症予防情報サイト
はこちらから
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